
　後期高齢者の医療費２割負担や大規模災害への備えなど新たな課題に対応するため、現職・
退職会員の代表と有識者で構成する「給付等検討委員会」を設置し、さまざまな視点から検討
が重ねられ、理事長へ答申されました。
　委員会の答申に基づき、新たな退職会員掛金（年会費）制度や給付・福祉事業の一部を見直す
こととし、理事会（2021年3月）で承認されました。

②新たな課題に対応し、給付・福祉事業を継続するために
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①厚生会の始まりからこれまで③退職会員の掛金制度や現職・退職会員の給付金などを見直します
　厚生会は、1968年に退職教職員の医療給付を目的として設立されました。1970年には現職
教職員の医療給付などを実施していた教職員互助会と統合し、公立学校共済組合の補完的役割
を担うようになり、現職・退職会員事業の一体的な運営を始めました。
　会員の皆さんの生涯にわたる生活を支援するため、療養補助金を始めとした給付事業や福祉・
相談事業のほか、さまざまな事業を実施しています。

　退職会員の誰もが気軽につどい、交流できる場を提供し、会員の皆さんの参加・参画により
「仲間づくり、健康づくり、生きがいづくり」を実現する会員主体の自主的・自発的な活動です。
　厚生会は、この会員主体の自主的・自発的な活動を充実・発展させるため、会員の皆さんを
サポートします。

退職会員福祉コミュニティとは　～会員の会員による会員のための相互扶助活動～

地域の小集会などの活動
会員の皆さんが企画し、
楽しく、気軽に、無理なく
実践する活動

健康づくり

クラブ・同好会活動
同じ趣味などを通じた
定期的な活動

気軽に
参加してください！

ボランティア活動
生きがいをもって行う学校園の
支援や交流、地域（社会）貢献活動

生きがい
づくり

主な改定内容

仲間づくり
（支え合い・助け合い）

現行 定額制
会員のみ加入…………4,800円
配偶者を伴う加入……7,200円

改定後 収支実績連動制の
掛金（年会費）

〈改定時期〉　２０２２年４月１日（２０２２年１０月口座振替分から）

◆退職会員対象 退職会員掛金（年会費）制度 ※現職会員・現職準会員・遺族会員の掛金制度は変更ありません

〈改定時期〉　２０２２年３月３１日付け退職者から（２０２２年４月１日退職会員加入者から）

現職会員が退職会員に加入するとき（会員期間20年以上で55歳以上の場合）

14,000円現行 28,000円改定後

詳細は別紙「ふれあい号外」もあわせてご覧ください

厚生会の主な事業

法律、税務、財産管理、生活設計、不動産登記、自動車事故、介護、医療など（面談・電話による無料相談）

団体割引を適用　（例）自動車保険では大口団体割引約21％　 　　　　　　　　　　　　　　　

新築・マンション購入、リフォーム、新車購入・車検・給油（割引や特典）
特約店（服やメガネ、スポーツ用品などの割引）、結婚式場・終身型シニア施設の紹介、共同購入（食品や雑貨）など

給付

福祉

相談

信用

保険

生活

現職会員事業 退職会員事業

療養補助金（本人・家族）、結婚祝金、出産・育児手当金
傷病手当金（入院・療養）、災害見舞金、退職せん別金など

施設利用補助、生涯生活設計講座、各種講習会・教室
親睦パーティ、入学祝品、職場復帰等助成など

積立預金・定期預金、貸付

療養補助金（本人・登録配偶者）、入院見舞金
災害見舞金、弔慰金（本人・登録配偶者）

施設利用補助、人間ドック補助、春・秋のつどい
祝品事業（長寿）、研修旅行など

再任用定期預金、退職サポート貸付､遺言サポート
現行

会員本人 ……３０％
配偶者 ………２０％

〈改定時期〉　２０２２年１０月から２０２３年３月までのうち、国の制度改定が適用される月から

※現職会員療養補助金の給付率は変更ありません退職会員療養補助金の給付率◆退職会員対象

改定後
会員本人

２５％

配偶者

１５％

　会員同士が支え合い、みんなの力で助
け合う「相互扶助」精神のもと、現職時か
ら退職後も会員の皆さんに寄り添いなが
ら、生涯にわたる生活をサポートし、安心
をお届けすることが厚生会の使命です。

厚生会の理念や事業をマンガで紹介！

現職版 退職版

「なるほど学校厚生会」
をご覧ください

◆現職会員・現職準会員・退職会員対象 災害見舞金

〈給付内容〉
▶住居および家財の20％以上の
　焼失または滅失
　…200,000円～30,000円
▶床上浸水…70,000円、30,000円

〈給付事由〉 住居や家財に損害現行 住居に損害改定後
〈給付事由〉

〈改定時期〉　２０２２年５月１日利用分から

指定宿泊施設

家族レクリエーション施設

ラッセホール宿泊

2,000円×2枚
   500円×5枚

（現職準会員は2枚）
2,000円×1枚

1,000円×3枚

500円×5枚

2,000円×1枚

施設（共通）
500円×11枚 

現職会員・現職準会員
現行

区分
改 定 後

退職会員・退職準会員・遺族会員
現行 改 定 後

施設（共通）
500円×13枚 

（現職準会員は10枚）

◆現職会員対象 退職会員加入一時金 ※基本的に退職時の給付金（退職せん別金）からの差し引きにより納入

※掛金と退職会員加入一時金は「給付」と「福祉・相談事業」に使われています

〈給付内容〉
▶住居の20％以上の焼失・損壊・流失
　（全壊～半壊）または床上浸水…30,000円
▶住居の10％以上20％未満の
　焼失・損壊・流失（準半壊）…10,000円  新設

「共通」で使えて便利になります施設利用補助券◆全会員対象

※2020年12月1日～2021年11月30日の間に
　始期日を有する契約に適用

〈改定時期〉　２０２１年１０月１日事由発生分から〈改定時期〉　２０２１年１０月１日事由発生分から
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